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富山県の二次林にはどんな木が多いか

ー現存植生図と現地林分資料からの推定一

石 凹 仁

二次林とは 以後きの原木を搾取した跡地に自然に韓生した林など 人の器稼を強く受けて

できあがってきた林のことを冒います.宮山県の二次林は 標高15岨 m以下町山地部に広く分

布していて 県の面械の約1/4を占めています。少し前まで1 この二次休は。畦置広業樹林など

と言われて盛んにスギのような針禁制に改植されたようですが!最近では環境県全など色々な

意味で重要だといわオ始めています。また =次休に'1'を加えてもっと価値のある林にしよう

という r育成天然体桜業」が昭和田年頃から始まり事幾置も徐々にま省えつつあ句ます白 二次林

町扱いに聞してはt 保議か，施聾すぺきかで， 1:1然保瞳団体， 般市民 行政サイドで語論さ

れていますが。いずれドしてもその実態を正篠に把揖することは重要です。ここでは，現存健

生固と現地資料から県下二次林の主事情成樹極円分布貨を推定しましたので。その結果を報告

します。

1 二次林の面積

今現在 土地がどのような植生によって複われているのか地形図上に示したのが現存植生悶

です。ここでは1991年に絞後町困問が珪行された環境庁の緑新シリーズを刷いま Lた(5万分

のl図副L太田弘氏をはじめとする池元町械生の噂門家が。現地調査と空中り真の判読等によ

って制作されました。倒えば。 官宜崩壊で知られるやj賀典111の拡大造林地特も 「スギ人:1林」

として.Lっかりと示されています。常山県は 組生のないタイプも含めて67の拙生タイプに

分割されていますが これらの名聞械を点絡子板の理凪で推定LまLた。県町二次林は，実質，

コナラ群落，ヤマ yツジーアカマア鮮集。プナーミ ズナラ群落から成っています(表 1)，コ

ナラ群落の般布標高が1128mとなっていますが(有飾湖1ヒ1.実際にコナラの(i'古する体が見句

れるのはl せいぜい標高 7冊m 桜IlCでありこれは明らかに誤りと思われます。現存植生図は県



レベルの面積推定等では一番良い

資料だと思われますが.人が地図

を塗ってつ〈るので時々こうした

失敗があります。コナラ群務とヤ

マッ γジーアカマツ群集は ほぼ

同じ傑商務に分布 していますが

前者は山阻斜面に.後者は尾製複

線に撞り分けられている聞向があ

ります。

表-1 二次林の各植生タイプの面積と分布標高

商簡 保高

二次称植生

コナラ詐稽

ヤマヅアジーアカマツ群集

プナーミズナラ群落

事}平均 (最低ー最高)

(困 (m)

472.1 Z45( 7-1128)・
32.0 213(町一 5日}

455.3 1日(240--16四)

2 二次林の岳植生ヲイプの構成樹種

私と林政課計画係によ って収拾した!団地点。長zf川幹夫氏等によって収拾された81地点，

その也74地出合計311地点の現地林分資料を監理し データペースイヒしまLた。植生図上で各

地点がどの植生タ イプに属しているか間ベ二次林のタイプ仁属していた担O地点の資科を使い

ました。そして 各二次休植生タイプ毎にヘクタールあた句町樹依別町本世。胸商断而僚の集

計を行いま Lた(喪ー21.集計は 単純に調査地をまとめて拙っています。例えば!コナラ群

落内のコナラ円本肱符庄は，調査を行った166池山のコナラの合計本散を合，1調査而拙で削った

f直と Lました。

袋一 2 告植生タイ プにおける主要樹紙の11¥現頻度。稀111，胸高断而帽

術検の配列は胸商断商積の刷。

コナラ軍事落 (プロヅト数=166)

... 樹被 領度 ?舟度 胸高断面倒

(%) (n/ha)(%) (m2/ha) (%) 

1.コナラ 89.2 9回 9(37.7) 12.60( 46.5) 

2 アカマγ 28.3 45.S( 1.8) 2.09( 7.7) 

3. ミズナラ 38.6 129.9( 5.1) 2.0I( 7.4) 
4.クリ 58.4 69.1( 2.7) 1.5I( 5.6) 

5 ホオノキ 40.4 41.1( 1.6) 0田( 3.2) 
6.ウワミズザクラ 45.2 71.4( 2.8) O.73( 2.7) 
7 コシ7プラ 48 2 84.2( 3.3) O.70( 2.6) 

8. 7カイタヤ 22.3 24.S( 1.0) O.56( 2.1) 

9 ケヤキ 6.6 17.I( 0.7) 。ι9( 1.8) 
10 ウリハダカエデ 23.5 38.7( 1.5) O.30( 1.1) 

11 リョウブ 554 124.2( 4.9) 0出( 1.0) 
J2 ソヨゴ 32.5 74.Q( 2.9) O.28( 1.0) 

13.イヌシデ 7.2 13.2( 0.5) O.28( 1.0) 

14 7カシデ 21.1 23.7( 0.9) O.27( 1.0) 

15. 7オハダ 36.1 田ι( 2.0) O.Z7( 1.0) 
16 エゴノキ 34.3 66. J( 2.6) O.出( 1.0) 
17 コハウチワカエデ 34.9 48.S{ 1.9) O.25( 0.9) 
18 ヤマザクラ 31. 9 25.3( 1 0) O.24( 0.9) 

19 ミズキ 10.2 8.3( 0.3) O.23( 0.8) 
20 マルパマンサク 却 7 136.4( 5.4) O.22( 0.8) 
21-103.その他 494.5( 19.4) 2.66( 9.8) 

Total 2日7.8(1叩 0) 27.10000.0) 
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プナー ミズナラ欝落 {プロ 7ト数=加).. 倒像
頻陵 奮I~ 胸高断面繍

(%) {n /f叫(%) (m2/ ha) (%) 

l ミズナラ 85.0 347，4( 15.0) 9.54( 28.4) 
2 プナ 36.3 194 6( 8.4) 5.38( 16.0) 
3 コナラ 40.0 116.1( 7.6) 3.69( 11.0) 
4 クリ 56.3 52.9( 2.3) 2.28( 6.8) 
5.イタヤカエテ' 48.8 56.6( 2.4) 1.32( 3.9) 
6.アカマツ 7.5 1O.5( 0.5) O.93( 2.8) 
7 スギ 8.8 17，6( 0.8) Q. 91 ( 2.7) 
8 ウグイカンパ ¥0.0 iO.2( 0.4) O.82( 2.4) 
9 ホオノキ 46.3 39.S( 1.7) O.77( 2.3) 
10.ウ'1ハダカエデ 42.5 57.?( 2.9) O.74( 2.2) 
11. トチノキ 1l.3 7.7( 0.3) 0.70 ( 2.1) 
12 ウワ ミズ'fクラ 50.0 85.1( 3.7) O.69( 2，1) 

( 
J3 シラカ" 5.0 8.S( 0.4) 0.44( 1.3) 
14 シナノキ 23.8 40.7( 1.8) O.39{ 1.1) 
15.マルパマンサク 55.0 191.5( 白2) O.35( 1.0) 
16.コシアプラ 41.3 40.7( 1.8) O.33( 1.0) 
17.コハウチワカエデ 52.5 70ι( 3.1) 。却( 0.9) 
J8 アズキナシ 51.3 46，7( 2.0) O.30( 0.9) 
J9 ヤマモ ミジ 66.3 12Q.3( 5.2) O.29( 0.9) 
国クマシデ 25.0 46.7( 2.0) O.26( 0.8) 
21-92 その他 689.9( 29.7) 3.13( 9.3) 

Total 回22.3(1田 0) 33.55(1冊.0)

ヤマツツジー アカマツ群集
{プロ 7ト敬=14)

N. 樹被
頻度 審度 胸高断前倒

(%) (n lha) (%) (m' / ha) (%) 

l アカマツ 92.9 369.Z( 11.5) 16.21( 40.4) 
2 コナラ 92.9 6田 9(21.6) 11.37(国 4)
3. 7カシヂ 由。 181.8( 5.7) l.76( 4.4) 
4 ソヨゴ 78.6 209.8( 6.6) 0叩( 2.3) 
5 ミズナラ 21.4 22，4( 0.7) O.77( 1.9) 
6 アオハダ 50.0 156.6( 4.9) Q.74( 1.8) 
7 コシアプラ 21.4 78.3( 2.4) O.71( 1.8) 
乱 シナノキ 7.1 16.8( 0.5) 0.62( 1.6) 
9.マルパマンサク 57‘1 目立 5( 8.8) 0.59( 1.5) 
10.ヤマザクラ 28.6 "2.0( 1.3) 0回 ( 1.4) 

11 コハウチワカエデ 42.9 97.9( 3咽11 0.46( 1.2) 

12 ミズキ 71 5.6( 0.2) 0.46( 1.2) 
J3 ヤマボウシ 35.7 61.5( 1.9) 0.45( 1.1) 
14 ナッツバキ 28.6 69.9{ 2.2) O.45( l.l) 
J5 ホウノキ 28.6 30.8( 1.0) O.39( 1.0) 
16. 7サダ 7.1 16.8( 0.5) O.34( 0.8) 
J7 ウラ ジロノキ 21.4 19.6( 0.6) O.33( 0ι) 
18 ネジキ 42.9 128.7( 4.0) 0.29( 0.7) 
19 アズキナシ 35.7 47.6( 1.5) 0.29( 0.7) 
20 エノキ 7.1 5.6( 0.2) 0.28( 0.7) 
21-56 その他 同5.7(却8) 2.1O( 5.2) 

Total 32(泊0(1曲 0) 40.09 (1叩.0)
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3.県下二次林の主要構成樹種

二次林全体での各樹続的胸高断面閣の相対値t 各様生タイプの合計値から求めま Lた(袈

3ioこの方法では。絶対量も算出されるのですがI 林分調査は比較的木が'it.~に生えていると

ころで行われる傾向があるので過大に評価されると推測されるため!ここでは相対閣を不すだ

けにLました.
表-3 富山県内二次林主要綱成樹極的胸高断面拙割合

極的配夢'1は胸高断間制割合的大きい聞から。

樹他 制優
胸高断前秘割合

(%) 

1 コナラ
2 ミズナラ
3 プナ
4 アカマツ
5 クリ
6 イタヤカエデ
7 ホオノキ
8 ウワミズサ'クラ
9 コンアプラ
)0 スギ
)) ウリハダカエデ
)2 ウダイカノノ〈
)3 ケヤキ
)4 トチノキ
)5 マルパマ〆サク
)6 コハウチワカエデ

ロアカ ンデ
)8 リョウプ
)9 アズキナン
20 シナノキ

胸間断面積割合

(%) 

27.2 
18.1 
8.5 
6.6 
5.9 

2.9 
2.6 
2.3 
1.7 
1.7 
1.6 
1.3 
12 
l.l 
1.0 
9 

8 
8 

8 
7 

2) ンラヵ"
22. 'jヨゴ
23 ヤマモミジ
24 ミズキ
25 ヤマザクラ
26 エゴノキ
27. 7オハダ
28 イヌンデ
目クマンデ
30 カラスザノン ヨウ
3) アオダモ
32 ミズメ
担ナアツバキ
M ケヤマハJノキ
35. ;fンキ
36 ケン 代ナン
31 ハウチワカエデ
38 キハダ
39 オニグルミ
40 クヌギ

41-116 その他

7
7
7
7
6
6
6
5
5
4
4
4
3
3
3
2

2
2
2
2
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4.おわりに

県下二次林の主要構成樹極の分布町量について検討してきま Lた。現在 県下では毎年約 4

万立方的維木が拡大造林，開発に伴って伐採されているということです。怯園水は 比較的低

い開高田地域が主なので，コナラ昨落田樹種が主体となっています。これらの木は 部がパ

ルプチップ仁利用される以外ほとんど紋世されていますが こう Lた木を4同期する技術は育成

天開林紬3震を考えてい〈上でも重聾です。 最近 高岡短期大学の林哲三先生がI 維木材の木

理肌理!反り，樹皮の剥離等の特蹴

を知る目的で約30銭円生材から皮付

き紘材開本を.また，秦先生他がコナ

ラ小撞木町積層曲げ木村を用いた駒子

を製作されました。これらの成!札結

果についても今後 どんどん発聾され

ていくこと を闘ってやまないものです。

官峰だよ 旬 ...12

平成5年6月l日発行
編集 富山県林業技荷センター林提試験場

〒930-13 富山県中新川郡立山町吉峰
TEL0764-83-1511 FAX 0764-83-1512 

- 4ー


